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研究成果の概要（和文）： 本研究では、自己決定理論の観点から、基本的欲求理論の枠組みを用いた小学生児
童における外国語活動及び、英語の授業における動機づけを明らかにし、その動機づけが有機的統合理論の枠組
みを用いた英語学習における動機づけとどのような関連性を持っているかを明らかにすることを目的としてい
る。
 高学年児童を対象とし、事前調査により、英語授業における欲求充足及び阻害尺度を作成する。また、英語学
習における内発的動機づけ及び外発的動機づけの尺度の作成も行う。本調査では、英語授業における欲求充足及
び不満が、英語学習における内発的動機づけ及び外発的動機づけとどのような関連性を持っているかを明らかと
する。

研究成果の概要（英文）：In this study, from the viewpoint of self-determination theory(SDT), we 
clarified the motivation in foreign language activities and English classes in elementary school 
children using Basic Psychological  Needs Theory(BPNT) and Organic Integration Theory(OIT). The 
purpose is to clarify the relationship with the motivation in learning English.
  A preliminary survey was conducted for fifth- and sixth-graders to create English classes' need 
satisfaction scales and their frustration scales. It also makes scales for intrinsic and extrinsic 
motivation in learning English. This study clarifies how need satisfaction and frustration in 
English lessons are related to intrinsic and extrinsic motivation in learning English.

研究分野：動機づけ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義に関しては、2020年度から実施されている小学校外国語における児童の動機づけ要因の関
連性を明らかにすることは非常に重要であるという点にある。その理由として、児童が新しい教科としての英語
（外国語）においてどのような動機づけ要因を有し、それらがどのように関連しているかを明らかにすることは
今後の教育を進めるにあたり重要とされることであるからである。本研究では、心理的欲求の充足が内発的及び
自律的動機づけに影響し、阻害が他律的動機づけに影響してしまうことが明らかになった。この結果を踏まえて
今後の外国語の授業について考えていく必要性を学術的見地から見出した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 自己決定理論 (Self-determination Theory：SDT) とは、成長と統合へと向かう自己の傾向性
及び、より統合された自己の感覚を発達させていく傾向性を生得的に備えているという生命体
論的視座(organismic viewpoint)に立った動機づけの考え方である(鹿毛, 2013)。自己決定理論
には、６つの下位理論が存在し（Ryan & Deci, 2017）、現在の教育において基本的欲求理論が非
常に重要視されている。基本的欲求理論 (Basic Psychological Needs Theory：BPNT) とは、自
律性・有能性・関係性の欲求の充足が内発的動機づけの促進、人の成長、統合的な発達、ウェル
ビーイングのために不可欠であるとする考え方である。また、３つの欲求の阻害が、不適応な機
能を果たし、虚脱感や強引な自己主張、受け身の状態にさせ、イルビーイングにつながるとして
いる(Reeve, 2016)。 
廣森（2006）や Agawa & Takeuchi (2017) においては、日本人英語学習者の大学生に対して、
英語授業に対する欲求充足と英語学習の外発的動機づけにおける４つの統制との関連性を検証
している。Jang, et al. (2016) では、韓国の英語学習者である中学生を対象として、英語授業に
おける３つの欲求充足と阻害の尺度と
エンゲージメントの関連について調査
研究を行い、３欲求の充足は、肯定的な
エンゲージメントに、阻害は否定的なエ
ンゲージメントに関与することを明ら
かにした。さらに、Reeve (2016) におい
ては、３欲求の充足が内発的動機づけを
促進するとしており、言語学習における
内発的動機づけとの関連性の検証も必
要とされる。上記のことを踏まえると、
基本的欲求理論の枠組みを「英語授業に
おける欲求充足と欲求阻害」に分け、「英
語学習における内発的動機づけ及び外
発的動機づけ」との関連性を明らかにす
ることは、今後の英語教育において急務
であると考える。 
 
                        図 1 動機づけの関連図 
 
２．研究の目的 
小学校英語については、2020年度から高学年の教科化、中学年の必修化となる。このことを
踏まえて、先行実施期間である現在、児童が英語の授業に対してどのような動機づけを持ち、そ
の動機づけが英語学習動機にどのような影響を及ぼしていることを知ることは、今後の小学校
英語教育を促進していくうえで直近の課題であると考える。そこで、本研究では、小学生児童に
おける外国語活動及び、英語の授業に対する動機づけを明らかにし、その動機づけが英語の学習
における動機づけとどのような関連性を持っているかを明らかにすることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 参加者は、千葉県 A市における公立小学校の児童 610 名であった。2020 年 2 月から 3 月に
かけて、基本的心理欲求理論及び有機的統合理論に関するアンケート調査を行った。アンケート
は 4件法で作成された。アンケート項目は、染谷 (2018)及び Oga-Baldwin and Nakata (2017)
の質問項目を参考に作成された。 
 
４．研究成果 
（１）検証的因子分（CFA）の結果 
 心理的欲求充足及び欲求阻害の質問項目が各因子を構成しているかを検討するために CFAを
行ったその結果を図２及び図３に示す。 
 図２におけるモデル適合度指標は、χ2 = 119.804, df = 24, GFI = .954, AGFI = .913, CFI = .916 
RMSEA[90%CI] = .081[.067, .096]と概ね受け入れられる結果を示した。 
 また、図３におけるモデル適合度指標は、χ2 = 102.284, df = 24, GFI = .962, AGFI = .929, CFI 
= .961 RMSEA[90%CI] = .073[.059, .088]と概ね受け入れられる結果を示した。 
 上記の結果より、自律性、有能性、関係性の欲求充足及び阻害を測るために作成した質問項目
は、各因子を適切に反映していると捉えることができるであろう。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図２ CFAの結果（欲求充足）         図３CFAの結果（欲求阻害） 
 
（２）動機づけの関連性の分析結果 
 図１で示した英語授業における欲求と英語学習における動機づけの関連性を明らかにするた
めに IBM SPAA AMOSを用いたパス解析を行った。 
 分析の結果、自律性・有能性・関係性の欲求充足が、内発的動機づけと自律的動機づけを正に
予測することが明らかになった。他律的動機づけに関して言えば、３欲求のどの欲求もパス係数
に有意な差は見られなかった。すなわち、先行研究にも表れているように、欲求充足は、内発的・
自律的動機づけを予測することが明らかとなった。 
 欲求阻害に関しては、自律性の欲求阻害が内発的及び自律的動機づけを負に予測すること、及
び他律的動機づけを正に予測することが明らかとなった。また、関係性の欲求阻害が他律的動機
づけを正に予測することが明らかとなった。総じていえば、欲求阻害に関しては、内発的及び自
律的動機づけを阻害し、他律的動機づけを高めてしまうことが明らかとなった。諸外国での研究
結果でも、類似した研究結果が得られているため、日本の小学生においても、欲求阻害の影響が
表れたことは今後の動機づけ研究において重要な知見であると考える。 
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